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 近赤外分光法は、近赤外光を固体・粉体や液体試料に照射し、その吸収を測定・解析することによ

り、定性または定量分析を行う方法です。近赤外分光法は試薬・有機溶剤等の化学物質を必要としま

せん。また、試料の前処理なく非破壊・非侵襲で迅速・簡単に同時多項目分析ができます。さらに光

ファイバーを用いることで遠隔測定が可能であり、インライン/オンライン分析にも利用されています。

湿式化学分析から FT-NIR（近赤外分光計）へ置き換えることにより、品質管理や生産現場における生

産性の向上が期待できるとともに、サステナビリティへの取り組みを推進することが可能です。 

 近赤外分析で定量分析を行うには、試料に近赤外光を照射した際の吸収強度（吸光度）から、成分

濃度を求めるための換算方程式（検量線、検量線モデルともいう）を作成する必要がありますが、ブ

ルカーのソフトウェアによる解析技術により、簡単に検量線モデルを作成し、評価することができま

す。ブルカーの近赤外分析計はフーリエ変換型であるため装置間差が少ないのが特徴で、ラボ機を増

設する際や、ラボ機からプロセス機へ展開する際における、検量線モデルの移設性に優れます。また、

ブルカーで作成した標準検量線パッケージを使用することで、検量線モデル作成の手間を省くことも

可能です。ブルカー検量線パッケージは多くの分野で取り揃えています。 

 セミナーでは、近赤外分析の特徴、導入のメリットと注意点、様々な分野における近赤外分析の使

用例、インライン/オンライン分析例、近赤外分析に関係する国内外の公定法の紹介等を行います。 

 

 表 近赤外分析の応用例（食品、農業、飼料分野） 

 

 

 

 

 

 

図 2 プロセス用 MATRIX-F 

図 1 ルーチン分析用 TANGO 


